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研究成果の概要（和文）：地域住民運動器コホート研究ROADスタディにおける運動器検診、及びそのサブコホー
トであるWakayama Spine Studyにおける脊椎MRI検診による疫学調査を実施してデータベースを構築し、データ
ベース分析により脊椎疾患と併存疾患、運動器障害に関する疫学的知見を解明した。頸髄症、びまん性特発性骨
増殖症、腰椎椎間板変性、タンデム脊柱管狭窄の有病率、変形性腰椎症、腰椎椎間板変性の発生率と危険因子、
腰椎椎間板変性、硬膜管横断面積、脊柱周囲筋群脂肪変性と腰痛の関連、股関節臼蓋形成不全の有病率、メタボ
リック症候群と運動器疾患との関連、要介護移行率、サルコペニアの発生率と危険因子を解明した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated epidemiologic evidence of spinal diseases and 
comorbidities using database of the ROAD (Research on Osteoarthritis/ osteoporosis Against 
Disability) and the Wakayama Spine Study. Data collection of musculoskeletal diseases and disorders 
including spinal diseases in population-based cohort of Japanese men and women was performed in the 
ROAD cohort and the Wakayama Spine Study cohort, which was a sub-cohort of the ROAD. Prevalence of 
cervical myelopathy, diffuse idiopathic skeletal hyperostosis, lumbar disc degeneration, tandem 
spinal stenosis, and acetabular dysplasia was examined, and association of pain and indices of 
spinal diseases and comorbidities was investigated and reported. Further, incidence and risk factors
 of lumbar spondylosis, lumbar disc degeneration, sarcopenia, and certified need of care in the 
long-term care insurance system was investigated and reported. 

研究分野：整形外科学

キーワード： 医療・福祉
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１．研究開始当初の背景 
超高齢社会の日本において、運動器障害は

ADL/QOL低下、健康寿命短縮の主要原因で
あるが、その予防法の解明は不十分なままで
ある。そこで研究者らは、2005 年より地域
住民運動器コホート研究 ROAD スタディ 
(Research on Osteoarthritis/ osteoporosis 
Against Disability）を開始して骨関節Ｘ線検
診、ロコモ検診による追跡調査を実施してい
る。また 2009年より ROADスタディのサブ
コホートとして、和歌山地域住民を対象とす
るWakayama Spine Studyによる脊椎MRI
検診に取り組んでいる。追跡調査により長期
縦断データベースを構築し、データベース解
析により、運動器疾患や運動器障害の重症度
や、発生、進行に影響する因子を解明し、運
動器障害の有効な予防法開発につなげるべ
く疫学研究に取り組んでいる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、地域住民コホートの疫学調査
を行ってデータ収集し、データベースを構築
するとともに、データベース解析により、脊
椎疾患や併存疾患による運動器障害につい
て、予防法や治療法開発の可能性につながる
因子を解明することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 ROAD スタディの日本の三地域の一般住民
コホートにおける骨関節Ｘ線検診、ロコモ検
診による疫学調査、またサブコホートである
Wakayama Spine Study の和歌山地域における
脊椎 MRI 検診を実施し、過去のベースライン
調査に参加した住民全員に追跡調査を通知
し、参加希望を募り、文書による同意が得ら
れた検診参加希望者において、既往歴、家族
歴、職業歴、食生活、身体活動、生活様式、
飲酒喫煙、服薬などの問診調査、医師による
診察を実施する。またADL/QOLをSF-8、EQ-5D、
WOMAC、Oswestry、基本生活チェックリスト、
ロコモ 25 により評価し、認知機能を MMSE に
より評価する。採血、採尿を行い、ただちに
血清分離して後日測定のため凍結保存する。
身長、体重、腹囲、握力、大腿四頭筋力、筋
量、ABI 検査を実施する。骨密度は DXA にて
腰椎、大腿骨近位部骨密度を測定する。立位
にて頸椎、胸椎、腰椎側面像、両手、両股関
節、両膝関節正面像の単純 X 線撮影を行う。
また全脊椎 MRI(T1・T2 強調矢状断・横断像)
を撮像する。不参加者も含め全対象者の要介
護移行の有無を問診票、および電話調査で確
認し、ベースライン調査参加者全員の転帰
（死亡、生存、要介護移行など）を把握する。
収集したデータは整理してデータベースに
蓄積する。レントゲン、MRI 画像は、定性分
類法に基づく疾患の有無および重症度判定
を行い、また独自に開発した計測ソフトを用
いて、各指標の計測を実施し、結果を整理し
てデータベースに蓄積する。尿、血清サンプ
ルは、代謝マーカー、ホルモンなどの項目測

定を実施し、結果をデータベースに蓄積する。
データベースを構築するとともに、データベ
ースを横断的・縦断的に解析することにより、
脊椎疾患および併存疾患、運動器障害につい
ての疫学的知見を明らかにする。 
 
４．研究成果 
H26-29 年度において、ROAD スタディの日
本の三地域における一般住民コホートの追
跡調査、ROAD スタディのサブコホートである
和歌山地域の脊椎 MRI 検診による追跡調査
（Wakayama Spine Study）を実施し、データ
を収集し、データベースを構築した。データ
ベース解析により、以下の疫学的知見を解明
して論文報告した。 
脊椎疾患においては、959 名の脊椎 MRI 検
診データの解析より、頚部脊柱管狭窄を有す
る一般住民集団における頸髄症の有病率
（Spine J 14:2811,2014.）、1690 名の一般住
民 集 団 に お け る Diffuse idiopathic 
skeletal hyperostosis (DISH)の有病率（J 
Bone Miner Metab 33:221, 2015.）を解明し
た。 
また 975名の脊椎 MRI検診データの解析に
より、腰椎椎間板変性（Pfirrmann 分類グレ
ード 4 以上）、椎体終板骨硬化、シュモール
結節の有病率を解明し、腰椎椎間板変性かつ
椎体終板骨硬化の存在が腰痛と関連するこ
とを報告した（Spine J 15:622, 2015）。 
928名の脊椎MRI検診データの解析により、
胸椎椎間板変性がメタボリック症候群の構
成要素と有意に関連し、要素数が多いほど椎
間板変性のオッズ比が増大することを報告
した（PLoS One 11:e0147565, 2016）。 
802 名の脊椎 MRI 検診データベースを解析
し、硬膜管横断面の面積と腰痛との関係を検
討し、硬膜管横断面積が最小の群が腰痛と関
連することを報告（PLoS One 11:e0160002, 
2016）した。  
一般住民集団 796名の腰椎 MRI画像の解析
により、脊柱周囲筋群の筋横断面積は年齢と
ともに低下し、脂肪変性は女性に多く、脂肪
変性と腰痛が関連することを報告した（PLoS 
One 12:e0187765, 2017）。 
タンデム脊柱管狭窄（頚部及び腰部の脊柱
管狭窄）の有病率の検討においては、一般住
民集団 931 名の全脊椎 MRI 画像解析の結果、
頚部脊柱管狭窄の有病率は 24.7%、腰部脊柱
管狭窄の有病率は 30.2%で、タンデム脊柱管
狭窄の有病率が 11.0%であることを明らかに
した（Eur Spine J 26:2529, 2017）。 
腰椎椎間板変性の発生と進行に関する縦
断研究では、一般住民集団 617 名の 4年以上
の追跡調査により、腰椎椎間板変性の進行率
は男性52.0%、女性60.4%、発生率は男性31.6%、
女性 44.7%で、危険因子が年齢と糖尿病であ
ることを解明して報告した（Osteoarthritis 
Cartilage 25:1122, 2017）。 
他の運動器疾患、併存疾患、障害に関して
は、変形性膝関節症の疼痛の出現・改善と日



常生活障害との関連（Mod Rheumatol 24:966, 
2014.）、血清ビタミンＤ濃度が 3年後の骨粗
鬆症、変形性腰椎症の発生に及ぼす影響を解
明して報告した。 
一方、運動・移動能力と障害との関係では、
地域住民における要介護移行率および歩行
速度や筋力が将来の要介護移行を予測する
指標となることを解明（Geriatr Gerontol 
Int 14:695, 2014.）し、日常生活機能にお
ける移動障害関連スコアが要介護移行予測
指標となること（J Orthop Sci 19:489, 
2014.）を報告した。 
サルコペニア発生率の解明および骨粗鬆
症が将来のサルコペニアの危険因子となる
かを明らかにする目的で、60 歳以上の一般住
民集団 1099 人について 4 年間の追跡研究を
行い、サルコペニア（アジアの診断基準）の
有病率は 8.2%で、サルコペニアの発生率は年
間 2.0%であり、骨粗鬆症がサルコペニア発生
の危険因子であることを解明して報告した
（Osteoporos Int 28:189, 2017）。 
一般住民集団 2,963 名の立位単純股関節 X
線画像の指標計測値の解析の結果、臼蓋形成
不全の有病率は 13.9%で、股関節最小関節裂
隙幅と CE 角が股関節痛と関連することを報
告した（Osteoarthritis Cartilage 25:2072, 
2017）。 
一般住民集団1,546名における関節リウマ
チ関連血清マーカーの陽性率は、抗シトルリ
ン化ペプチド抗体 1.8%、リウマトイド因子
7.1%、マトリックスメタロプロテアーゼ
-3(MMP-3)15.0%、高感度 CRP6.4%で、一般住
民集団における関節リウマチ関連血清マー
カーの陽性率を明らかにして報告した（J 
Bone Miner Metab 36:246, 2018）。 
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